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1 はじめに

高齢になると，異聴が増える傾向にある．異聴には

様々な原因があるが，最小可聴値の上昇，リクルート

メント現象，周波数／時間分解能の低下など様々な要

因が報告されている [1]．小林ら (2005, 2006)は，荒
井ら (2001, 2002)が提案した母音の定常部を抑圧す
る処理 [2, 3]の補聴器音声処理への応用として，高齢
者を対象とした単音節明瞭度実験を行った [4, 5]．実
験の結果から，原音に対するいくつかの子音の異聴が

確認された．特に無声摩擦音/S/から無声破擦音/Ù/
への異聴が数多く観察された．このような高齢者に

よる無声摩擦・破擦子音の異聴に着目し，以前の報告

[6]では，Howell and Rosen (1993)の同定実験 [7]に
ならい，/S/から/Ù/へと連続的に変化する子音の知
覚実験を高齢者を対象にして行った．その結果/Ù/の
反応曲線は若年者に比べて緩やかになり，高齢者は無

声摩擦音/S/を無声破擦音/Ù/に異聴しやすいことが
確認された [6]．
　本報告では，高齢者の聞き取りで継時マスキングの

影響，聴力型の影響，時間処理の低下に着目して以下

の仮説を立てた．仮説 1)後続母音によるバックワー
ドマスキングの影響が大きいと，無声摩擦子音/S/か
ら無声破擦子音/Ù/への異聴が増加する，仮説 2)バッ
クワードマスキングカーブの時間係数τ [8]と/Ù/の
反応率が 50%になるときの子音の立ち上がり時間の
間には相関がある，仮説 3)高齢者のうち高音漸傾群
は高齢健聴群よりも無声摩擦子音/S/から無声破擦子
音/Ù/への異聴が増える．以上の 3つの仮説を確かめ
るために，無声摩擦子音/S/から無声破擦子音/Ù/へ
と子音の立ち上がり時間を連続的に変化させた刺激

を作成し，高齢者・若年者を対象に聞き取り実験を

行った．

2 実験・考察

2.1 実験参加者・刺激・手続き

高齢者 10名，若年者 24名が実験に参加した．高
齢者のオージオグラムは図 1に示す．すべての高齢者
は東京都千代田区に在住していた．若年者に聴力の

異常は認められなかった．また，伊福部ら [8]は，高
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Fig. 1 高齢者のオージオグラム

Fig. 2 /S/の摩擦部に直線傾斜を掛ける. 図中の P
は摩擦の最大振幅点を示す.

齢者の聴覚の時間処理の低下の原因を確かめるため

に純音とホワイトノイズによる継時マスキングの測

定を行った．今回は伊福部らの実験にならい，高齢者

を対象にマスキングカーブの測定を行った．

実験に用いた刺激は，ATR 研究用日本語音声デー
タベースより男性発話の/Si/をベースとして，子音部
の摩擦開始点から摩擦の振幅が最大になる点までをそ

の部分のRMSで割ることにより，摩擦部の振幅を一
定にした後，複製することにより延長した．その後，

図 2のように摩擦の最大振幅点 Pから摩擦開始点方
向に直線傾斜を掛け合わせることにより 0-250 msの
範囲で 10 msステップごとに摩擦部を作成した．後
続母音については，1)処理をしないもの，2)音声の
定常部を抑圧する定常部抑圧処理 [2, 3]を施したもの，
3)後続母音を削除したものの 3種類を用意した．刺激
は子音部 26種類，母音部 3種類，計 78種類である．



Fig. 3 /Ù/の反応率

Fig. 4 聴力型毎に/Ù/の反応率を分類した図

実験参加者は防音室内の PCで聞き取り試験を行っ
た．簡単なボタン操作により，刺激がランダムに提示

された．練習課題では子音部の立ち上がり時間が一

番極端なものを提示した (0msと 250ms)．練習の間
に聞き取りやすい音量に調節し，実験終了まで一定

に固定した．聞こえたと思う単音節について，日本語

の「し」もしくは「ち」と回答してもらった．高齢者

は回答用紙に回答を書き取り，若年者は PCに回答を
打ち込んだ．

2.2 結果・考察

図 3に/Ù/の反応図を示す．横軸は子音の立ち上が
り時間，縦軸は /Ù/の反応率を示す．点線が若年者，
実線が高齢者の反応図である．仮説 1)について検証
すると，図 3の高齢者の反応図から，後続母音の処理
の違いによって 3本の反応図に差は見られなかった．
よって仮説 1)は支持されなかった．

仮説 2)の検証を行う．バックワードマスキングの
測定結果から，バックワードマスキングカーブの時間

係数τと /Ù/の反応曲線の反応率が 50%になるとき
の子音の立ち上がり時間との相関を見たところ相関

係数は 0.156となり，相関の傾向はみられなかった．
よって仮説 2)は支持されなかった．

仮説 3)について検証を行う．実験に参加した高齢
者 10名のうち，オージオグラム毎に参加者を分類し，
高齢健聴群が 4名，高音漸傾群 2名，低音域に最小

可聴値の上昇が見られたり中音域にディップが存在す

る参加者群 4名をその他とした．図 4は高齢健聴群
と高音漸傾群の参加者の/Ù/の反応図を示す．図 4よ
り，高音漸傾群のほうが高齢健聴群よりも，反応図

が右に寄っていることから無声摩擦子音/S/から無声
破擦子音/Ù/への異聴が増加する傾向があることがわ
かった．ノンパラメトリック検定 (Wilcoxon)を行っ
たところ，5%水準で二つの被験者群の間に有意差が
認められた (p=0.017)．以上から仮説 3)は支持され
たが，今回は高齢者の実験参加者が少ないため，今後

さらなる検証が必要である．さらに後続母音毎に結

果を分類すると，後続母音の種類によって聴力型毎に

反応率が異なることがわかった．

3 おわりに

高齢者・若年者を対象に無声摩擦・破擦子音の同定

実験を行った．後続母音の処理種類による/Ù/の反応
率には差が認められなかったため，後続母音による

バックワードマスキングの影響は認められなかった．

また，高齢者のバックワードマスキングカーブの時

間係数τ [8]と/Ù/の反応曲線の反応率が 50%になる
ときの子音の立ち上がり時間との相関も見られなかっ

た．一方，高齢者の/Ù/の反応率を聴力型毎に分類し
たところ，高音漸傾群は高齢健聴群に比べて無声摩

擦子音/S/から無声破擦子音/Ù/への異聴が増加する
傾向があることがわかった．
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